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南海･東南海･東海地震の連動発生による強震動と津波の予測 

東京大学教授 

古村孝志 

 

 「東海地震がいつ起きてもおかしくない」と言われてから 30 年余が経過した。今

後時間が経過すると、安政東海地震（1854 年）のように、東南海地震と東海地震が

同時に発生する危険性が高まってくる。宝永地震（1707 年）のように、南海、東南

海、東海地震の３つが連動発生する可能性もある。連動発生により、震度６弱以上

の強い揺れは四国～伊豆半島まで延び、1,500 万人以上が影響を受ける可能性がある。

地震直後には、海岸線が最大１～２ｍの隆起あるいは沈降し、そこに数メートルを

超える大津波が押し寄せる。巨大地震による影響は、強い揺れと地殻変動、そして

津波が複雑に絡み合った複合災害となる恐れが高い。100～150 年周期で繰り返す南

海トラフ地震の長い歴史で、地震発生の特徴が分かっているのは、宝永、安政、そ

して昭和の地震の３例に過ぎない。しかもその発生様式は実に多様であり、限られ

た知見から次の地震を予測するのは難しい。宝永地震を超える超巨大地震に成長す

る可能性すらある。南海トラフで起きうる最大級の地震とは何か、これによる強い

揺れと津波はどの程度のものかを考えるために、地球観測データと古文書や遺跡・

地質調査、そしてコンピュータシミュレーションなど、あらゆる知見を総動員して

考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔講演４〕ｽｰﾊﾟｰｺﾝﾋﾟｭｰﾀを用いた地震動ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝに関する話題 
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